
第 1回協議会資料  平成 28年 5月 24 日時点 

平成 27年に協議会を立ち上げ、1年間で対外的に想定以上の成果はあげた。反面、対外的に注目され、さらなるステップアップが必要。 

① 生き物調査（継続） 

② 啓発活動（継続） 

   便り、市報、ＨＰ等による周知の強化 

③ 外来種対策 

   （案１）内堀川のクリーン活動（事業費：600 万円） 

          生物調査、川底の清掃も兼ねている。 

   （案２）啓発等のサイン（景観に考慮）  

外来種 

生物調査

堀川遊覧

清流ルネッサンス

観光地 

堀川の魅力アップ

汽水生物の

保全

多自然川づくり

（維持修繕）

堀川浄化 松江城国宝指定

●協議会の長期継続 

●民の参画 

●国・県・市の連携強化 

●外来種（アカミミガメ等）対策 

 ※松江城山周辺が生息地化、観光客等のエサやり、 

  カメがカワイイという人もいる 

ゼロ予算では限界 ●財源を運営できる協議会 

●会計処理規則等の確立 

国事業、交付金事業等の導入 

例）国事業：ｱｶﾐﾐｶﾞﾒ対策推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

  交付金：生物多様性保全推進支援事業  

（環境省）

ストック効果 大 

水環境 良 

【当面の課題】

【活動目標】 

官民協働 

【今後の活動】 

啓発活動 

エサはやらない 汽水の生き物紹介 

※先進県の事例

 兵庫県明石市、篠山市

・明石市は、交付金事業で、アカ

ミミガメ対策の実績を作った。

・その結果、H28より国事業（ア
カミミ PJ）のモデル事業の対象と
なった。


